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論 文 内 容 の 要 旨
著者は歯腔の移植実験研究の一環として保存歯腔の移植について研究を進めたO
実験動物には生後 2.5- 3.5 月の幼大を選び, その臼歯歯歴を摘出し, これを自家または同種族より採
取した血液を主成分とするクエン酸加血液およびヘパ リン加血奨培養液中に, また一部のものを生理的食
塩水ならびにタイロ- ド液に一定期間保存した後, 同腹幼犬の同種歯旺摘出簡内に移植し, その生者状況
および構成組織の変化について研究を進め, 次の結果を得た｡































度であり, 1 - 2 週をへたものは移植床との組織的結合は営み得ても, 象牙質の形成状況は著しく不規則
となり自律的形態形成因子は失われ, 保存20日に至っては移植は全く成功しない｡
2)保存菌歴の移植において最も敏感な組織はエナメル器であり, ことにエナメル芽細胞は最も変性に
陥りやすいが外エナメル細胞はかえって異常増殖をきたし, ときに重層扇平上皮様となり, ときに嚢腫様
構造物を形成する傾向がみられる｡ これに対してヘル トウィッヒ上皮鞘は抵抗性が強い｡
3)エナメル器に反して歯乳頭や歯小嚢組織は保存に対して抵抗が強く, 移植後も象牙質の形成を継続
する可能性の強いことが立証された｡
以上からみて幼弱な歯艦は生活力が強く, ある程度の体外保存に堪えて移植後もじゅうぶん生若し, 薪
出し得る可能性のあることがわかった｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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